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安倍暴走内閣打倒｢共謀罪｣法の廃止を

創立50周年を2万人の会員で迎えよう
百■■’■’■ 一

ご
芸
一
●
中
央
本
部
新
役
員
・
名
誉
会
長
・
顧
問
・
…
…
…
…
…
：
：
…
：
…
：
２
－

》
治
安
維
持
法
犠
牲
者
国
家
賠
償
要
求
同
盟
は
６
月
８
９
日
東
京
・
亜

恥
全
労
連
会
館
で
第
犯
回
全
国
大
会
を
開
き
、
同
盟
卵
周
年
記
念
事
業
の
成
函

唖
功
な
ど
、
こ
れ
か
ら
２
年
間
の
運
動
方
針
と
、
増
本
一
彦
会
長
、
田
中
幹
》

一
夫
事
務
局
長
を
は
じ
め
と
す
る
新
し
い
役
員
、
特
別
決
議
「
憲
法
改
悪
反
一

睡
対
」
「
同
盟
帥
周
年
成
功
」
な
ど
を
全
員
一
致
で
決
め
ま
し
た
。
・

全
国
大
会
に
は
、
全
都
道
府
県
か
ら
に
よ
る
虐
殺
・
獄
死
、
長
期
拘
禁
に
よ

代
議
員
が
参
加
し
、
初
日
は
宮
田
汎
副
る
疾
病
、
思
想
信
条
の
嘆
鯛
、
家
族
・

会
長
の
司
会
で
す
す
め
ら
れ
、
前
大
会
近
親
者
に
い
た
る
ま
で
の
村
八
分
な
ど

か
ら
こ
の
間
に
志
半
ば
で
亡
く
な
ら
れ
人
道
に
反
す
る
暴
虐
を
行
っ
た
事
実
の

た
会
員
に
黙
と
う
し
、
議
長
団
に
有
川
告
発
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
り
、
弾
圧

功
さ
ん
、
交
告
ち
づ
さ
ん
を
選
出
。
増
犠
牲
者
全
員
を
特
別
立
法
で
救
済
し
名

本
一
彦
会
長
が
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
誉
回
復
を
実
現
す
る
闘
争
で
す
。

増
本
会
長
は
、
２
万
人
の
同
盟
の
建
二
つ
は
、
犠
牲
者
ら
の
生
命
を
賭
し

設
と
国
会
請
願
署
名
の
自
主
目
標
の
達
た
闘
い
と
抵
抗
の
歴
史
が
、
日
本
国
憲

成
の
決
意
を
固
め
、
そ
れ
を
実
現
す
る
法
に
両
性
の
平
等
に
も
と
づ
く
国
民
主

運
動
方
針
を
決
め
る
こ
と
だ
と
し
て
、
権
主
義
、
戦
争
の
放
棄
と
国
際
平
和
主

つ
ぎ
の
二
つ
を
強
調
し
ま
し
た
。
義
、
基
本
的
人
権
尊
重
主
義
を
結
実
さ

－
つ
は
、
先
達
た
ち
の
要
求
に
も
と
せ
ま
し
た
。
こ
れ
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ

づ
く
国
会
請
願
は
、
侵
略
戦
争
を
遂
行
る
た
め
創
造
的
な
活
動
に
取
り
組
む
こ

す
る
た
め
に
国
家
権
力
が
拷
問
・
凌
辱
と
で
す
。
（
２
ぺ
Ｉ
ジ
ヘ
つ
づ
く
）

主な 記 事
第
銘
回
全
国
大
会
特
集

●
私
も
一
言
／
中
村
尚
史
（
全
日
本
教
職
員
組
合
委
員
長
）
．
：
…
…
３

●
大
会
特
別
決
議
／
釦
周
年
を
２
万
人
会
員
で
、
憲
法
改
悪
反
対
…
５

●
同
盟
文
芸
／
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
…
：
．
：
…
：
…
…
…
…
…
：
…
７

●
抗
議
声
明
／
共
謀
罪
廃
止
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
８
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（
１
ぺ
ｌ
ジ
か
ら
の
つ
づ
き
）

２
万
人
の
同
盟
建
設
と
国
会
請
願
署

名
目
標
達
成
へ
全
国
の
同
盟
組
織
の
女

性
部
を
確
立
し
て
女
性
会
員
の
拡
大
、

青
壮
年
層
に
同
盟
運
動
を
広
げ
ま
し
ょ

戸
、
／
◎

女
性
会
員
と
青
壮
年
会
員
の
拡
大
は
、

剰
僻

鹿

謹
F4弾

・
小
蝿
鐸
ｆ雇

蔑
峨
隙
陸

匡了Zマヨr~写F三＝詞冨言亙?でr=三一一二了。

右
か
屋
の

~

壷
鯉
Ｆ
、
戸

一,

盟なうて進題らんりで組ら正れす源み力動同
がぜえいさをのこかまはも取面に。泉出をの盟
2同でくせ前謀れ。せあうりか真こです生活運

万
人
の
組
織
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
、
な
ぜ
国
会
請
願
署
名
運
動
を

す
る
の
か
な
ど
を
、
わ
か
り
や
す
く
説

明
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

「
種
ま
く
人
び
と
」
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上
映

運
動
を
１
万
人
、
２
万
人
と
い
う
規
模

に
広
げ
て
い
け
ば
、
こ
の
な
か
か
ら
青

壮
年
層
と
女
性
の
気
持
ち
に
も
フ
ィ
ッ

ト
し
た
斬
新
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
生
ま
れ

て
く
る
で
し
ょ
う
。
活
発
な
議
論
で
大

会
の
成
功
を
心
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
あ
と
来
賓
の
日
本
共
産
党
緒
方

靖
夫
副
委
員
長
は
、
「
ド
イ
ツ
、
イ
タ

リ
ア
で
は
戦
前
・
戦
中
に
弾
圧
を
受
け

た
犠
牲
者
に
特
別
年
金
が
与
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
日
本
で
は
謝
罪
も
賠
償
も
行

わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
の
た
た

か
い
は
、
遅
れ
た
日
本
を
前
に
す
す
め

る
も
の
。
治
安
維
持
法
の
再
来
で
あ
る

共
謀
罪
の
危
険
を
最
も
説
得
力
を
持
っ

て
訴
え
る
こ
と
が
で
き
る
み
な
さ
ん
の

出
番
の
と
き
」
と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
坂

屋
光
裕
日
本
国
民
救
援
会
事
務
局
次
長

が
、
「
治
安
維
持
同
盟
の
み
な
さ
ん
と

共
同
し
て
た
た
か
い
、
共
謀
罪
を
か
な

ら
ず
廃
案
に
追
い
込
み
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。（
３
ペ
ー
ジ
へ
つ
づ
く
）

会
長
増
本
一
彦

副
会
長有
川
功

石
村
善
治

大
石
喜
美
恵

針
谷
宏
一

宮
田
汎

最
上
健
造

矢
島
恒
夫

吉
田
万
三

若
山
晴
史

事
務
局
長

田
中
幹
夫

事
務
局
次
長

榎
本
よ
う
子

小
池
荘
市

常
任
理
事

井
藤
英
治

岩
下
美
佐
子

小
野
寺
研
一

菅
野
亨
一

撰
田
勝
男

潰
谷
正
支

藤
田
庚
登

吉
鶴
学

増
山
和
則

横
山
博
子

鎌
田
哲
成

牛
山
靖
夫

瀬
野
幸
男

岩
田
治
樹

小
室
仁
禰

中
村
日
出
丸

阿
部
俊
雄

蕊
蕊調

風
間
秀
子

後
藤
太
刀
味

清
水
邦
治

中
嶋
青
雄

大
益
弘

宗
形
孝
至

山
崎
雅
子

和
田
庸
子

柄
津
義
郎

遠
山
茂
治

相
沢
寛

北
口
吉
治

交
告
ち
づ

三
原
哲

塩
田
一
行

填
殿
天
童

岡
正
信

田
辺
実

鶴
田
至
弘

福
井
正
樹

二
階
堂
邦
子

田
中
和
夫

高
原
久
美

森
岡
幸
一

上
田
実

桧
和
田
正
子

小
田
憲
郎

天
水
貞
照

会
計
監
査

益
子
良
一

松
井
久
雄

理
事

撫
掻
・
大
津
漣
墓

青
森
・
舘
田
篤
広

岩
手
・
小
杉
正
夫

宮
城
・
細
坐
原
君
婦
雄

秋
田
・
高
田
博

山
形
・
須
貝
健
一

福
島
・
山
口
寸
全
唇

茨
城
・
久
喬
保
田
吟
輝
雄

栃
木
・
小
貫
暁

群
馬
・
長
谷
田
直
之

埼
玉
応
柵
祁
幸
子

千
葉
・
小
松
実

東
京
・
高
橋
陽
子

東
京
・
中
村
茂
樹

東
京
・
志
賀
正

神
奈
川
・
小
瀧
睦
夫

神
奈
川
・
塩
田
儀
夫

山
梨
・
田
中
鉄
夫

長
野
・
松
本
隆
雄

新
潟
・
瞳
勝
恭
子

浦
山
・
堀
口
尚

石
川
・
金
子
相
挫
好

福
井
・
西
恥
村
叩
鐸
丞

岐
阜
・
小
濯
恒
男

藤
岡
・
江
川
佐
一

愛
知
・
飯
田
勇

愛
知
・
西
田
一
贋

三
重
・
谷
良
隆

滋
賀
・
西
田
清

京
都
・
原
田
完

京
都
・
山
本
隆

大
阪
・
佐
野
彰
義

大
阪
・
甲
斐
冨
潰
雄

大
阪
・
津
田
租
蝋

大
阪
・
松
本
洋
一
郎

大
阪
・
柴
田
雅
子

大
阪
・
原
一
義

兵
庫
・
戸
崎
働
皐
公
邸

顧劇騰灘繍澱寵：鮒：綱競

裟蝉鰯噌童蹴難鯉鰯雲
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（
２
ペ
ー
ジ
か
ら
の
つ
づ
き
）

平
和
・
民
主
の
諸
団
体
妬
と
個
人
弱

人
か
ら
よ
せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
か
ら
、

蕊
三
三
三
一
三
三
三
三
三
一
三
三
一
三
三
三
三
一
三
三
三
三
一
三
三
三
一
一
一
三
一
三
三
三
三
三
一
三
三
三
一
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
三
三
一
三
一
三
三
三
三
三
三
三
三
一
三
一
三
篭
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大婆1斗二拳

蝿
三
三
三
三
一
三
一
三
三
三
三
一
三
三
一
三
三
三
三
三
一
三
一
三
三
一
三
三
三
一
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
三
三
三
一
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
三
三
一
三
一
三
三
三
三
三
三
一
三
三
一
三
三
一
三
三
三
言
鍛

け
安
倍
首
相
は
、
閣
議
決
い
る
の
か
、
安
倍
首
相
は
そ
う
し
た
学
問
研
究
の
到
達
も
岬

副
亨

■

霊
鮮
堕
砿
「
閣
議
決
定
」
万
能
の
暴
走
は
許
さ
れ
な
い
『
識
詠
噸

中
村
尚
史
墓
本
的
に
」
と
い

は
、
言
語
学
者
が
研
究

を
積
み
重
ね
、
議
論
し
、

う
意
味
が
あ
る
と
し

些
局

糾
一澗箇 孔

1

議
論
Ｌ
う
意
味
が
あ
る
と
し

そ
の
到
達
点
を
研
究
成
果
と
し
て
世
に
問
た
国
語
辞
書
に
つ
い
て
は
「
承
知
し
な
い
」
と
い
う
こ
と

い
、
確
定
し
て
い
く
。
そ
し
て
、
そ
の
成
ま
で
閣
議
決
定
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
嬬
り
、
高
ぷ

果
は
国
語
辞
典
な
ど
と
し
て
著
さ
れ
る
と
り
は
、
し
っ
・
へ
返
し
の
よ
う
に
、
自
ら
に
返
っ
て
く
る
。

い
う
も
の
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
「
全
知
支
持
率
が
急
落
し
た
。
あ
と
一
歩
だ
！

全
能
の
神
」
と
で
も
思
っ
て
い
る
の
か
、
（
全
日
本
教
職
員
組
合
委
員
長
）

「
自
分
が
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
だ
」
と
思
っ
て

報
告
と
運
動
方
針
の
報
告
に
立
っ
た
田
由
党
の
小
沢
一
郎
代
表
が
紹
介
議
員
に

」
個
人
弱
中
幹
夫
事
務
局
長
は
、
５
月
翠
日
の
国
な
る
な
ど
、
新
し
い
動
き
も
あ
る
の
で
、

‐
ジ
か
ら
、
会
請
願
に
は
、
妬
都
道
府
県
か
ら
１
８
秋
の
臨
時
国
会
で
紹
介
議
員
を
増
や
し

全
労
連
０
人
が
参
加
。
５
０
０
人
の
国
会
議
員
た
い
と
の
べ
ま
し
た
。

の
メ
ッ
に
要
請
し
た
が
、
署
名
は
前
年
よ
り
も
治
安
維
持
法
犠
牲
者
の
水
谷
安
子
、

セ
ー
ジ
後
退
。
民
進
党
の
横
路
孝
弘
、
共
産
党
杉
浦
正
男
、
松
本
五
郎
、
菱
谷
良
一
の

が
紹
介
の
仁
比
聡
平
、
自
由
党
の
森
ゆ
う
こ
の
４
氏
の
記
者
会
見
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
共
同

さ
れ
ま
各
議
員
か
ら
激
励
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
通
信
・
団
体
機
関
紙
な
ど
７
社
２
団
体

し
た
。
と
報
告
紹
介
議
員
は
６
月
７
日
現
在
、
が
取
峰
蝿
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、

）
た
と
報
告
紹
介
議
員
は
６
月
７
日
現
在
力
取
材
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ
ビ
ラ
シ
オ

活
動
衆
・
参
両
院
合
わ
せ
て
“
議
員
で
、
自
々
翠
亘
屋
テ
レ
ビ
、
畢
丞
星
、
塁
錐
娯
」

三
三
三
三
三
三
三
二
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
扇
鱗

安
倍
首
相
は
、
閣
議
決
い
る
の
か
、
安
倍
首
相
は
そ
う
し
た
学
問
研
究
の
到
達
も
岬

定
が
好
き
だ
。
こ
の
国
会
意
に
介
堂
式
閣
議
決
定
で
言
葉
の
意
味
を
決
め
て
し
ま
つ
川

で
も
、
「
そ
も
そ
も
」
に
た
。
そ
う
い
え
ば
、
集
団
的
自
衛
権
も
閣
議
決
定
で
容
認
川

は
「
基
本
的
に
」
と
言
う
し
、
教
科
書
に
も
閣
議
決
定
を
書
き
込
め
と
言
う
。
閣
議
川

意
味
が
あ
る
と
強
引
に
閣
決
定
は
、
安
倍
首
相
に
と
っ
て
は
万
能
の
剣
な
の
だ
。
川

閣
議
決
定
」
万
能
の
暴
走
は
許
さ
れ
な
い
『
識
詠
に
脇

中
村
尚
史
墓
本
的
に
」
と
い
川

う
意
味
が
あ
る
と
し
川

一
研
究
成
果
と
し
て
世
に
問
た
国
語
辞
書
に
つ
い
て
は
「
承
知
し
な
い
」
と
い
う
こ
と
Ⅲ

一
い
く
。
そ
し
て
、
そ
の
成
ま
で
閣
議
決
定
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
嬬
り
、
高
ぶ
川

（
な
ど
と
し
て
著
さ
れ
る
と
り
は
、
し
っ
ぺ
返
し
の
よ
う
に
、
自
ら
に
返
っ
て
く
る
。
川

一
う
。
と
こ
ろ
が
、
「
全
知
支
持
率
が
急
落
し
た
。
あ
と
一
歩
だ
！

｜
で
も
思
っ
て
い
る
の
か
、

（
全
日
本
教
職
員
組
合
委
員
長
）
川

・
ル
ブ
ッ
ク
だ
」
と
思
っ
て

な
ど
が
大
き
く
報
道
と
紹
介
し
ま
し
た
。

地
方
議
会
で
の
意
見
害
採
択
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
努
力
が
さ
れ
て
い
る
の
で
、

こ
れ
ら
の
経
験
を
研
究
し
た
い
と
表
明
。

顕
彰
活
動
で
は
犠
牲
者
の
不
屈
の
た
た

か
い
を
掘
り
起
し
、
学
び
顕
彰
す
る
こ

と
が
重
要
。
全
県
本
部
が
犠
牲
者
の
実

態
を
調
査
し
、
犠
牲
者
名
簿
の
作
成
に

取
り
組
む
よ
う
呼
び
か
け
ま
し
た
。

会
員
は
１
万
５
３
３
５
人
で
大
会
比

２
０
１
人
の
増
で
す
。
各
都
道
府
県
の

自
主
目
標
１
万
８
５
４
０
人
を
早
期
達

成
し
、
創
立
印
周
年
記
念
日
ま
で
に
２

万
人
を
目
指
そ
う
。
運
動
を
総
合
的
に

発
展
さ
せ
る
基
本
は
支
部
建
設
で
あ
り
、

地
域
に
密
着
し
た
市
民
権
を
持
つ
支
部

を
建
設
し
よ
う
と
強
調
。
全
県
に
女
性

部
を
確
立
し
よ
う
と
の
べ
ま
し
た
。

帥
周
年
記
念
事
業
と
２
０
０
０
万
円

記
念
募
金
運
動
で
は
、
好
評
の
「
種
ま

く
人
び
と
」
の
上
映
小
集
会
を
無
数
に

開
い
て
会
員
拡
大
と
署
名
の
協
力
者
を

広
げ
、
募
金
の
達
成
、
記
念
行
事
を
成

功
さ
せ
よ
う
と
訴
え
ま
し
た
。
榎
本
よ

う
子
事
務
局
次
長
が
財
政
報
告
を
行
っ

た
あ
と
、
吉
田
忠
文
会
計
監
査
が
監
査

報
告
を
行
い
ま
し
た
。

（
４
ぺ
ｌ
ジ
ヘ
つ
づ
く
）
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２
日
目
は
、
議
長
に
最
上
健
造
さ
ん
、

大
石
喜
美
恵
さ
ん
が
つ
き
ま
し
た
。

討
論
の
ま
と
め
に
た
っ
た
田
中
事
務

局
長
は
、
卿
人
が
発
言
、
文
書
発
言
を

含
め
て
兜
人
が
発
言
し
ま
し
た
。

発
言
内
容
を
大
ま
か
に
分
類
す
る
と
、

共
謀
罪
・
戦
争
法
を
含
め
た
情
勢
加
入
、

国
賠
署
名
ｎ
人
、
会
員
拡
大
ｕ
人
、
支

大
会
に
寄
せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
団
体
、
順
不
同
敬
称
略
）

北
大
生
・
宮
津
弘
幸
「
ス
パ
イ
菟
罪
事
件
」
の
真
相
を
広
め
る
会
・
事
務
局

一
同
、
憲
法
改
悪
阻
止
各
界
連
絡
会
議
（
憲
法
会
議
）
、
国
際
人
権
活
動
日
本

委
員
会
、
国
士
交
通
労
働
組
合
中
央
執
行
委
員
長
安
藤
高
弘
、
自
交
総
連
中
央

執
行
委
員
長
高
城
政
利
、
自
由
法
曹
団
団
長
荒
井
新
二
、
新
日
本
婦
人
の
会
中

央
本
部
、
全
国
商
工
団
体
連
合
会
、
全
国
生
活
と
健
康
を
守
る
会
連
合
会
（
全

生
連
）
、
全
司
法
労
働
組
合
中
央
執
行
委
員
長
中
矢
正
晴
、
全
日
本
教
職
員
組

合
中
央
執
行
委
員
長
中
村
尚
史
、
全
日
本
赤
十
字
労
働
組
合
連
合
会
中
央
執
行

委
員
長
森
田
し
の
ぶ
、
全
日
本
民
主
医
療
機
関
連
合
会
会
長
藤
末
衛
、
全
労

連
・
全
国
一
般
労
働
組
合
、
第
鎚
回
日
本
母
親
大
会
実
行
委
員
会
、
日
本
ア
ジ

ア
・
ア
フ
リ
カ
・
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
連
帯
委
員
会
、
日
本
医
療
労
働
組
合
連
合

会
中
央
執
行
委
員
長
中
野
千
香
子
、
日
本
キ
ュ
ー
バ
友
好
協
会
理
事
長
工
藤
昌

宏
、
日
本
国
家
公
務
員
労
働
組
合
連
合
会
中
央
執
行
委
員
長
岡
部
勘
市
、
日
本

婦
人
団
体
連
合
会
会
長
柴
田
真
佐
子
、
日
本
民
主
青
年
同
盟
中
央
委
員
会
、
平

和
・
民
主
・
革
新
の
日
本
を
め
ざ
す
全
国
の
会
（
全
国
革
新
懇
）
、
レ
ッ
ド
・

パ
ー
ジ
反
対
全
国
連
絡
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
鈴
木
章
治
、
東
京
山
宣
会
会
長
長

島
民
男
、
日
本
中
国
友
好
協
会
会
長
大
村
新
一
郎

部
・
県
本
部
の
建
設
廻
人
、
地
方
議
会

の
意
見
書
採
択
、
国
民
連
合
政
府
と
野

党
共
闘
・
市
民
連
合
な
ど
、
情
勢
を
反

映
し
豊
か
な
内
容
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
「
創
立
卵
周
年
記
念
映
画

『
種
ま
く
人
び
と
』
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上
映
活

動
」
で
同
盟
活
動
の
新
た
な
前
進
を
作

り
出
し
た
経
験
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
経
験
に
学
ん
で
、
来
年
の
創

立
別
周
年
を
意
気
高
く
迎
え
よ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
結
び
ま
し
た
。

最
後
に
大
会
議
案
と
活
動
報
告
・
運

動
方
針
を
全
員
一
致
で
採
択
し
ま
し
た
。

《
発
言
者
と
テ
ー
マ
》

１
日
目
▽
沖
縄
県
・
村
山
純
「
オ
ー

ル
沖
縄
の
闘
い
に
つ
な
い
だ
先
人
の
奮

闘
、
県
同
盟
の
建
設
」
▽
長
野
県
・
山

口
光
昭
「
戦
前
（
１
９
３
３
．
２
）
の

治
安
維
持
法
違
反
の
大
弾
圧
（
２
．
４

事
件
）
を
と
お
し
て
共
謀
法
の
本
質
を

つ
く
」
▽
神
奈
川
県
・
宗
形
孝
至
「
共

謀
罪
反
対
，
「
種
ま
く
人
々
」
普
及
な

ど
同
盟
帥
周
年
に
む
け
て
」
▽
奈
良
県
・

宮
本
次
郎
「
初
の
青
年
交
流
集
会
の
開

催
、
県
同
盟
青
年
部
の
活
動
」
▽
石
川

県
・
北
口
吉
治
「
署
名
の
遅
れ
の
原
因

と
団
体
署
名
の
飛
躍
を
」
▽
神
奈
川
県
・

植
田
泰
治
「
国
家
賠
償
法
（
仮
称
）
の

成
文
化
、
『
種
ま
く
人
々
』
の
活
用
」

▽
岩
手
県
・
牛
山
靖
夫
「
個
人
署
名
・

団
体
署
名
・
会
員
拡
大
の
自
主
三
目
標

を
達
成
の
経
験
」
▽
福
井
県
・
西
村
明

宏
「
会
員
拡
大
の
自
主
三
目
標
達
成
の

教
訓
」
▽
大
阪
府
・
虞
殿
天
童
「
治
維

法
犠
牲
者
だ
っ
た
父
の
記
録
を
発
見
、

特
高
の
残
虐
な
取
り
調
べ
」

（
５
ぺ
ｌ
ジ
ヘ
つ
づ
く
）
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▽
中
央
・
藤
田
麿
登
「
犠
牲
者
数
の

到
達
点
に
基
づ
く
正
し
い
数
値
を
、
同

盟
が
犠
牲
者
顕
彰
の
総
合
的
専
門
組
織

に
」
▽
大
阪
府
・
大
石
喜
美
恵
「
女
性

同
盟
創
立
別
周
年
を
２
万
人
の
会
員
と
署
名
目
標
達
成
で
迎
え
よ
う
（
要
旨
）

１
９
６
８
年
３
月
晦
日
、
治
安
維
持
法
弾
圧
犠
牲
者
め
に
、
多
彩
な
活
動
を
繰
り
広
げ
、
正
し
い
歴
史
認
識

を
中
心
に
二
○
○
人
で
結
成
さ
れ
た
「
治
安
維
持
法
国
確
立
の
重
要
な
一
翼
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

賠
同
盟
」
は
、
来
年
創
立
即
周
年
を
迎
え
ま
す
。
私
た
ち
は
大
会
の
名
に
お
い
て
全
会
員
の
み
な
さ
ん

創
立
の
目
的
は
「
戦
前
の
歴
史
の
真
実
を
明
ら
か
に
に
同
盟
創
立
印
周
年
を
機
に
「
運
動
の
新
た
な
発
展
の

し
、
日
本
国
民
の
平
和
と
民
主
主
義
の
た
め
の
闘
い
の
転
機
を
作
り
出
す
」
こ
と
を
呼
び
か
け
ま
す
。

伝
統
を
受
け
継
ぎ
発
展
さ
せ
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
闘
来
年
の
印
周
年
記
念
日
ま
で
に
２
万
人
の
会
員
を
擁

い
の
故
に
弾
圧
を
受
け
た
人
々
に
対
す
る
国
の
謝
罪
と
す
る
同
盟
と
請
願
署
名
の
自
主
目
標
達
成
に
正
面
か
ら

賠
償
の
実
現
」
を
め
ざ
し
「
新
た
な
国
民
的
運
動
と
し
取
り
組
む
決
意
を
固
め
あ
う
と
と
も
に
、
会
員
の
み
な

て
発
展
さ
せ
る
」
こ
と
に
あ
り
、
目
的
を
達
成
す
る
た
さ
ん
の
ご
奮
闘
を
呼
び
か
け
ま
す
。

日
本
国
憲
法
の
改
悪
に
断
乎
と
し
て
反
対
し
ま
す
（
要
旨
）

本
年
５
月
３
日
で
、
あ
の
残
酷
で
長
か
っ
た
戦
争
か
退
、
「
共
謀
罪
法
案
の
衆
議
院
可
決
、
そ
し
て
安
倍
首

ら
解
放
さ
れ
、
日
本
国
憲
法
が
施
行
さ
れ
、
、
年
が
経
相
自
ら
憲
法
九
条
３
項
に
「
自
衛
隊
」
を
明
記
し
２
０

過
し
ま
し
た
。
終
戦
か
ら
氾
年
の
間
、
私
た
ち
は
平
和
２
０
年
に
施
行
す
る
と
発
言
す
る
ま
で
に
至
っ
て
い
ま

と
人
権
と
国
民
主
権
を
一
歩
ず
つ
確
実
な
も
の
に
す
る
す
。

努
力
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。
日
本
の
針
路
を
「
戦
争
」
に
向
か
わ
せ
る
の
か
、
そ

し
か
し
、
こ
の
一
、
二
年
急
速
に
こ
れ
ら
の
成
果
と
れ
と
も
「
平
和
的
生
存
権
」
を
実
現
し
、
真
の
「
平
和

果
実
が
失
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
国
家
」
と
な
る
の
か
の
ま
さ
に
「
正
念
場
」
に
立
た
さ

一
連
の
「
戦
争
法
（
安
保
関
連
法
）
」
の
成
立
、
そ
れ
て
い
ま
す
。
わ
が
国
賠
同
盟
は
、
日
本
国
憲
法
の
改

れ
に
基
づ
く
自
衛
隊
の
南
ス
ー
ダ
ン
派
遣
・
派
兵
・
撤
悪
に
断
乎
と
し
て
反
対
し
ま
す
。

蕊
蕊
漁
溌
溺
蕊
識
籍
翻
浅
議

部
の
取
り
組
み
と
顕
彰
活
動
」
▽
宮
崎

県
・
日
高
情
「
情
勢
の
進
展
に
見
合
っ

た
同
盟
建
設
」
▽
宮
城
県
・
横
田
有
史

宕
巻
支
部
や
女
性
部
結
成
な
ど
を
振

り
返
り
」
▽
兵
庫
県
・
小
坂
ま
す
み

「
女
性
部
活
動
の
取
り
組
み
」

２
日
目
▽
岩
手
県
・
金
崎
安
子
「
釜

石
支
部
で
“
年
女
性
部
結
成
以
来
街
宣

４
３
０
回
、
安
倍
抗
議
は
が
き
４
５
０

枚
」
▽
岐
阜
県
・
交
告
ち
づ
「
岐
阜
支

部
の
四
世
代
交
流
会
、
西
濃
支
部
の
署

名
活
動
」
▽
大
阪
府
・
甲
斐
冨
貴
雄

「
茨
木
支
部
結
成
で
仲
間
増
や
し
な
が

ら
の
前
進
」
▽
兵
庫
県
・
小
松
美
紀
江

「
地
域
に
密
着
し
た
会
員
拡
大
、
２
年

半
で
約
６
倍
化
し
た
高
砂
支
部
の
教
訓
」

▽
京
都
府
・
藤
原
元
幸
「
再
建
か
ら
６

年
で
会
員
卵
人
か
ら
１
３
０
人
に
増
や

し
た
宇
治
洛
南
支
部
の
教
訓
」
▽
大
阪

府
・
原
一
義
「
国
会
請
願
に
参
加
決
意
、

各
種
団
体
を
訪
問
し
賛
同
を
広
め
て
」

▽
東
京
都
・
中
嶋
育
雄
「
都
本
部
如
周

年
の
取
り
組
み
と
支
部
建
設
」
▽
埼
玉

県
・
佐
藤
訓
子
「
岩
槻
支
部
の
一
人
ひ

と
り
の
結
び
つ
き
学
習
重
視
の
活
動
」

▽
山
形
県
・
須
貝
健
一
「
市
民
と
野
党

連
合
の
状
況
を
生
か
し
た
署
名
活
動
、

県
本
部
の
帥
周
年
事
業
」
▽
島
根
県
・

小
玉
信
恵
「
県
事
務
局
長
と
し
て
活
動

の
先
頭
に
」
▽
香
川
県
・
田
中
和
夫

「
県
活
動
の
改
善
・
発
展
の
方
向
」
▽

長
崎
県
・
力
武
晴
紀
「
犠
牲
者
・
末
永

敏
事
の
新
聞
連
載
と
顕
彰
活
動
の
計
画
」

▽
高
知
県
・
森
岡
幸
一
「
青
年
部
結
成

か
ら
組
織
化
へ
、
全
国
青
年
集
会
へ
の

参
加
呼
び
か
け
」
▽
奈
良
県
・
田
辺
実

「
旧
奈
良
監
獄
の
保
存
活
用
事
業
に
つ

い
て
」
（
６
ペ
ー
ジ
へ
つ
づ
く
）
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▽
愛
知
県
・
森
繁
樹
「
戦
争
映
画
を

見
る
会
、
「
種
ま
く
人
び
と
」
上
映
を

通
じ
た
会
員
拡
大
」
▽
徳
島
県
・
喜
多

啓
二
「
安
倍
政
権
の
マ
ス
コ
ミ
操
作
と

同
盟
の
が
ん
ば
り
」
▽
北
海
道
・
本
間

昭
一
「
署
名
目
標
達
成
し
た
北
見
支
部

大
会
に
寄
せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
個
人
）

民
進
党
衆
議
院
議
員
横
路
孝
弘

民
進
党
衆
議
院
議
員
黄
川
田
徹

民
進
党
衆
議
院
議
員
福
島
伸
享

民
進
党
衆
議
院
議
員
奥
野
総
一
郎

民
進
党
衆
議
院
議
員
初
鹿
明
博

民
進
党
衆
議
院
議
員
西
村
ち
な
み

民
進
党
衆
議
院
議
員
近
藤
昭
一

民
進
党
参
議
院
議
員
小
川
勝
也

民
進
党
参
議
院
議
員
田
名
部
匡
代

民
進
党
参
議
院
議
員
宮
沢
由
佳

日
本
共
産
党
衆
議
院
議
員
畠
山
和
也

日
本
共
産
党
衆
議
院
議
員
高
橋
千
鶴
子

日
本
共
産
党
衆
議
院
議
員
塩
川
鉄
也

日
本
共
産
党
衆
議
院
議
員
畑
野
君
枝

日
本
共
産
党
衆
議
院
議
員
斉
藤
和
子

日
本
共
産
党
衆
議
院
議
員
宮
本
徹

日
本
共
産
党
衆
議
院
議
員
池
内
さ
お
り

日
本
共
産
党
衆
議
院
議
員
本
村
伸
子

の
活
動
の
教
訓
」
▽
鳥
取
県
・
池
岡
靖

則
「
集
落
の
８
割
を
個
別
訪
問
し
、
町

長
の
協
力
も
え
て
署
名
を
訴
え
た
体
験
」

▽
群
馬
県
・
長
谷
田
直
之
「
共
謀
罪
の

歴
史
を
考
え
る
学
習
会
に
犠
牲
者
遺
族

が
３
組
参
加
し
た
経
験
」

▽
岡
山
県
・
福
井
正
樹
「
情
勢
に
ふ

日
本
共
産
党
衆
議
院
議
員

日
本
共
産
党
衆
議
院
議
員

日
本
共
産
党
衆
議
院
議
員

日
本
共
産
党
衆
議
院
議
員

日
本
共
産
党
衆
議
院
議
員

日
本
共
産
党
衆
議
院
議
員

日
本
共
産
党
衆
議
院
議
員

日
本
共
産
党
参
議
院
議
員

日
本
共
産
党
衆
議
院
議
員

日
本
共
産
党
参
議
院
議
員

党
副
委
員
長

日
本
共
産
党
参
議
院
議
員

日
本
共
産
党
参
議
院
議
員

日
本
共
産
党
参
議
院
議
員

日
本
共
産
党
参
議
院
議
員

日
本
共
産
党
参
議
院
議
員

日
本
共
産
党
参
議
院
議
員

日
本
共
産
党
参
議
院
議
員

「
沖
縄
の
風
」
参
議
院
議
員

さ
わ
し
い
同
盟
活
動
」
▽
福
島
県
・
安

斎
洪
基
「
原
発
再
稼
働
と
福
島
切
り
捨

て
は
許
さ
な
い
」
▽
青
森
県
・
門
倉
昇

「
国
会
請
願
署
名
は
国
民
運
動
の
か
な

め
」
▽
中
央
・
津
田
勝
雄
「
情
勢
の
特

徴
と
『
治
安
維
持
法
と
現
代
』
」
▽
兵

庫
県
・
嶋
田
正
義
「
地
方
議
会
へ
の
請

田
村
智
子

岩
淵
友

武
田
良
介

吉
良
よ
し
子

山
添
拓

倉
林
明
子

辰
巳
孝
太
郎

紙
智
子

伊
波
洋
一

（
順
不
同
）

山小真田赤堀清藤島
下池島村嶺内水野津

芳省貴政照忠保幸
生晃三昭賢文史史広

願
活
動
」
▽
青
森
県
・
鎌
田
哲
成
「
地

方
議
会
請
願
」
と
「
青
年
と
の
連
携
」

「
共
謀
罪
」
▽
島
根
県
・
城
市
昇
「
野

党
共
闘
に
関
す
る
議
案
書
案
へ
の
提
案
」

▽
長
野
県
・
遠
山
茂
治
「
レ
ッ
ド
・
パ
ー

ジ
反
対
運
動
と
同
盟
運
動
の
結
び
つ
き
」

▽
新
潟
県
・
相
沢
寛
「
３
５
０
人
の
県

同
盟
を
」
「
釦
周
年
記
念
め
ざ
し
て
」

▽
静
岡
県
・
江
川
佐
一
「
会
員
拡
大
と

財
政
活
動
強
化
」
▽
北
海
道
・
野
瀬
義

昭
「
組
織
強
化
」
「
戦
争
法
違
憲
訴
訟

原
告
団
参
加
」
▽
中
央
国
際
部
長
・
菅

野
亨
一
「
国
際
部
活
動
」
▽
愛
知
県
・

堀
内
英
昭
「
小
学
４
年
生
か
ら
治
安
維

持
法
で
弾
圧
さ
れ
た
被
害
者
の
話
」

《
発
言
通
告
者
》

神
奈
川
県
・
大
益
弘
「
野
党
統
一
と

市
民
の
共
同
」
▽
宮
城
県
・
相
原
君
雄

「
戦
争
す
る
国
を
め
ざ
す
安
倍
極
右
反

動
内
閣
」
▽
「
徳
島
県
・
高
原
久
美

「
女
性
部
の
活
動
、
同
盟
女
性
部
の
連

帯
」
▽
埼
玉
県
・
小
室
仁
弥
「
国
民
連

合
政
権
を
つ
く
る
た
め
に
力
を
つ
く
そ

う
」
▽
東
京
都
・
清
水
邦
治
「
都
本
部

如
周
霊
記
垂
事
業
の
成
果
」
▽
滋
賀
県
・

西
田
清
「
国
会
請
願
署
名
の
目
標
未
達

成
の
反
省
、
会
員
拡
大
」
▽
千
葉
県
・

七
里
一
司
、
「
不
屈
」
千
葉
版
編
集

－6－



2017年7月15日不屈1989年5月8日第三種郵便物認可 (毎月15日発行)N0L517

短
歌
碓
田
の
ぼ
る
選

か
ば

弟
と
妹
を
庇
い
母
助
け
生
き
た
戦
後
よ
星
が
流
れ
る

奈
良
県
大
森
富
士
子

無
言
館
絵
筆
断
た
れ
し
若
者
の
無
念
の
思
い
に
涙
が
頬
に

埼
玉
県
福
家
駿
吉

核
廃
絶
の
平
和
行
進
の
道
で
待
つ
い
つ
も
の
山
萩
薄
紅
で

静
岡
県
江
川
佐
一

軽
鴨
の
泳
げ
ば
梅
雨
の
稲
揺
れ
て
渦
巻
状
の
波
ひ
ろ
げ
お
り

岩
手
県
小
杉
正
夫

コ
ケ
の
壁
空
気
浄
化
に
効
果
あ
り
と
ド
イ
ッ
エ
ッ
セ
ン
駅
に

置
か
れ
る
島
根
県
小
玉
信
恵

や
そ
じ

密
告
の
監
視
社
会
な
ど
つ
く
ら
せ
ぬ
八
十
路
の
友
と
集
会
に

来
つ
埼
玉
県
小
室
仁
蒲

よ

治
安
維
持
法
の
事
を
語
れ
と
招
ば
れ
し
に
体
弱
り
て
行
け
ぬ

ぞ
口
惜
し
大
分
県
渡
遥
幹
生

よ
わ
い
か
ら
だ
じ
ゆ
う

捨
て
た
き
は
齢
と
思
う
体
中
悲
鳴
あ
げ
い
る
八
十
九
歳

新
潟
県
加
茂
川
ハ
ル
子

お
こ
が
ま
し
き
原
発
輸
出
な
り
ヒ
ロ
シ
マ
あ
り
フ
ク
シ
マ
原

発
事
故
を
起
し
た
国
が
東
京
都
山
崎
元

し
そ

農
家
よ
り
貰
い
て
植
え
し
紫
蘇
の
苗
葉
摘
む
を
夢
む
真
夏
の

夕
鳥
取
県
大
久
保
槽
舌

〈
選
の
あ
と
に
〉
東
京
都
議
選
が
告
示
。
本
号
が
出
る
頃
、

世
を
変
え
る
力
が
、
大
き
く
勝
利
し
て
い
る
こ
と
を
強
く
願

い
つ
つ
、
選
歌
を
し
ま
し
た
。
こ
の
時
代
と
切
り
結
ぶ
表
現

の
力
は
、
「
深
く
、
強
く
」
石
川
啄
木
の
言
葉
で
す
。

俳
句
望
月
た
け
し
選

わ
が
足
は
六
月
の
足
安
保
の
足

神
奈
川
県
天
野
三
葉
子

六
月
の
隠
蔽
国
会
続
強
行

石
川
県
野
村
芳
泉

共
謀
法
た
く
ら
み
知
る
か
蛍
舞
ふ

埼
玉
県
小
池
荘
八

母
と
会
う
夢
紫
陽
花
に
囲
ま
れ
て

三
重
県
橋
本
し
げ
る

暑
さ
耐
ヘ
ポ
ス
タ
ー
掲
げ
ア
ベ
や
め
る兵
庫
県
岸
本
守

〈
評
〉
天
野
氏
、
燃
え
た
六
十
年
安
保
闘
争
。
今
は
共
謀
罪

を
廃
棄
に
。
力
の
か
ぎ
り
た
た
か
っ
て
き
た
、
足
よ
・
野
村

さ
ん
、
隠
蔽
と
強
行
採
決
許
せ
な
い
。
橋
本
氏
、
誰
も
母
あ
っ

て
こ
そ
。
あ
じ
さ
い
に
囲
ま
れ
た
拝
情
的
な
夢
。

川
柳
鈴
木
い
さ
お
選

ご
意
向
に
背
け
ば
先
の
な
い
キ
ャ
リ
ア
埼
玉
県
福
家
駿
吉

〈
評
〉
中
央
の
官
僚
も
地
方
の
職
員
も
概
ね
そ
う
い
う
こ
と

ら
し
い
。
こ
れ
で
は
気
骨
あ
る
優
秀
な
お
役
人
は
育
た
な
い
。

川
柳
の
ネ
タ
で
あ
ふ
れ
る
こ
の
政
治大
阪
府
大
和
峯
二

思
い
や
り
予
算
が
ほ
し
い
わ
が
暮
し宮
城
県
根
本
京
子

嘘
か
さ
ね
奈
落
へ
す
す
む
安
倍
政
治埼
玉
県
小
室
仁
禰

友
を
選
ば
ぱ
む
か
し
釧
鶏
い
ま
腹
心東
京
都
山
崎
元

６
月
旧
日
一
不
屈
」
編
集
委
員
会

６
月
旧
日
共
謀
罪
の
採
決
強
行
国

会
前
抗
議
集
会

６
月
ｎ
日
日
本
共
産
党
中
央
委
員

会
へ
三
役
表
敬
訪
問

６
月
即
日
国
際
人
権
活
動
日
本
委

員
会
幹
事
会

三
劃
正
』

▽
本
紙
前
号
６
ペ
ー
ジ
「
抵
抗
の

群
像
」
末
永
敏
事
氏
の
記
事
の
中
、

２
段
２
行
６
字
目
「
に
」
を
「
は
」

に
、
３
段
過
行
３
字
目
「
入
」
を

「
人
」
に
。
さ
ら
に
、
４
段
７
行
目

の
後
に
、
「
そ
の
結
び
の
文
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。
」
と
加
筆
し
、

『
犠
牲
者
の
：
．
敏
事
は
そ
れ
を
教
え

て
く
れ
た
。
』
と
、
訂
正
し
、
謝
罪

い
た
し
ま
す
。

▽
本
紙
４
月
号
５
ペ
ー
ジ
「
顕
彰

碑
」
山
本
秀
順
氏
２
段
３
．
４
行
目

を
「
長
野
県
松
本
市
郊
外
の
里
山
辺

村
、
兎
川
霊
瑞
寺
」
と
訂
正
。
８
行

目
は
「
長
野
県
南
安
曇
郡
」
に
訂
正
。
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新三役が共産党を表敬訪問

｜
共
謀
罪
」
法
案
の
採
決
強
行
に
断
固
抗
議
し

畢
謹
議
鰯
灘
廃
止
の
た
め
闘
う
こ
と
を
表
明
す
る

安
倍
内
閣
は
、
共
謀
罪
法
案
を
国
民
の
反
対
運
動
と
世
論
を
踏
み
に
じ
っ

て
参
議
院
で
も
強
行
採
決
し
て
成
立
さ
せ
た
。

こ
れ
は
、
第
１
に
共
産
党
な
ど
野
党
議
員
の
質
問
時
間
が
未
だ
残
っ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
議
員
の
審
議
権
を
多
数
の
横
暴
に
よ
っ
て
疎
剛

し
た
。
第
２
に
「
中
間
報
告
」
と
い
う
手
段
を
採
っ
て
党
利
党
略
、
数
の

暴
力
で
押
し
切
っ
た
。
第
３
に
「
共
謀
罪
」
法
は
、
憲
法
四
条
が
保
障
す

る
内
心
の
自
由
に
対
す
る
重
大
な
侵
害
で
あ
る
。

同
盟
は
権
力
に
し
が
み
つ
く
稀
代
の
最
悪
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
政
権
で
あ
る

安
倍
内
閣
が
直
ち
に
退
陣
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
。

「
共
謀
罪
」
法
に
断
固
反
対
し
、
市
民
と
野
党
の
共
闘
、
世
論
と
運
動

と
の
連
帯
を
さ
ら
に
強
め
、
全
組
織
を
挙
げ
て
廃
止
ま
で
闘
い
ぬ
く
。

治
安
維
持
法
犠
牲
者
国
家
賠
償
要
求
同
盟
会
長
増
本
一
彦

第
詔
回
全
国
大
会
で
選
出
さ

れ
た
増
本
一
彦
会
長
を
は
じ
め

新
三
役
ｎ
人
は
６
月
Ⅳ
日
、
日

；

｜
■
一
■
一
■
一
■
一
■
一
巳

本
共
産

党
中
央

委
員
会

を
訪
問

し
ま
し

た
。
共

産
党
か

ら
は
田

中
悠
常

任
幹
部

会
員
↑
書
記
局
次
長
§
柳
沢
明
夫
法

対
部
長
ら
が
対
応
し
懇
談
し
ま
し
た
。

増
本
会
長
は
、
大
会
に
緒
方
靖
夫
副

委
員
長
が
出
席
し
激
励
の
あ
い
さ
つ
を

い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
を
の
べ
、

「
来
年
の
創
立
卵
周
年
め
ざ
し
て
２
万

人
の
同
盟
を
建
設
し
た
い
」
と
決
意
を

表
明
。
田
中
書
記
局
次
長
は
、
「
共
謀

罪
、
安
保
法
制
、
秘
密
保
護
法
に
よ
る

『
戦
争
す
る
国
』
づ
く
り
を
許
さ
な
い

闘
い
を
す
す
め
る
う
え
で
、
同
盟
の
役

割
は
特
別
に
重
要
」
と
指
摘
し
、
激
励

し
ま
し
た
。

日
中
全
面
戦
争
か
ら
帥
年
：
日
本
の

中
国
侵
略
の
実
相
の
向
き
合
う
旅
。

今
回
の
平
和
連
帯
の
旅
は
慮
溝
橋
の

抗
日
戦
争
記
念
館
天
津
の
烈
士
陵
園
・

花
岡
事
件
記
念
園
な
ど
を
訪
ね
館
長
さ

ん
な
ど
と
懇
談
し
ま
す
。

》
灘
識
籍
慧
擬
雛
難
繍
鱗
圃
蕊
翻
撫
謹
瀞
繊
縦
鵜
識
識
瀧
溌

Ｉ
Ｉ
■
■
Ｉ
Ⅱ
■

ｂ
０
１
日
日
日
Ⅱ
０
０
Ⅱ
０
１
日
Ⅱ
Ｉ
日
日
日
日
日
Ⅱ
０
１
１
１
１
１
Ⅱ
Ｉ
ｌ
Ⅱ

〔日程表
＝

Gb－a●◆ｰ－◆凸◆い●，■

◎
日
程
加
月
妬
日
～
加
日

◎
費
用
１
７
６
０
０
０
円

◎
申
し
込
み
富
士
国
際
旅
行
社
Ｂ
Ｏ

３
（
３
３
５
７
）
３
３
７
７
締
め
切

り
９
月
妬
日
（
金
）
申
し
込
み
は
お

早
め
に
、
担
当
は
堀
米
さ
ん
ま
で
。
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月日 都汁

10月
16E

(月）

17E

(火）

串
獅
１
く

19日

(木）

20日
(金）

関西空渚
北京着

羽田空渚
北京壱

天津書

天鴬

天津発

北京着

北

北京発
関西空港善

午前

輔
昼
一
一
後
刻

一
午
夕

前
後
午
午

午前

午後
夕刻

痴
捲

午前

午後
夜
一一

午後

航空譜

甑空樹

専用童

専用葦

専用蔓

専用葺

専用葺

専用員

専用員

専用員

航空鼎

韓守畔弱｡…Qr4pq

航空職

空路北京へCA162(9:00～11:20)また'モ
NH979(10:00～i2ie

空路北京へCA184(8:30～11:20)または
NH961(9:25～1220)

北京に隣接する直轄市 天津へ（約3h)

〈天漂泊I

お内見学
*薄儀が警らした静園＊古文化街なと

＊烈士陵園
(在日殉難烈士・労働者記念館/花岡事件記念園
館長や弁護士、強制連行被害者と懇訓

〈天建泊

市内見学
*周恩来鄭穎超紀念館＊五大道（旧英国租界）
再び北京へ

〈北京泊》
2015年リニューアルされだ
慮溝橋抗日戦争祈念館を見学、館長などと懇談
市内見学
*首都博物館なと

〈北京泊＞

郊外の焦荘店地下道戦遺跡記念館（抗日ケリラ戦）
を見学後虹空港へ
空踊羽田空港へCA421(15:50~20:05)

またはNH962(15:35～2000)
空路、関西空港へCA161(16:05～20:10)

またはNH980(1430～18:20)
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